
 

特定空家等判断基準（案） 

 

１ 調査方法 

  外観目視による住宅の不良度判定の手引き（国土交通省住宅局住環境整室発行）を

基に、市独自の現地調査票を用いて調査を行う。 

「住宅の不良度の測定基準（木造住宅等）」により不良度を評定し、評点 100 以上のも

のを当市における「特定空家等」と認定する。 

 

２ 現地調査票 

別紙のとおり。なお、国土交通省基準表に周囲への影響度として「落雪による危険

の程度」の項目を追加する。 

 

■建物不良度の分類 

不良段階 評点 不良状況 破損状況 建物の状況 

レベル０ 0 点 良好 良好 老朽化が全く進んでおらず、修繕の必要が

ない建物 

レベル１ 10 点 利用可能 ほぼ良好 老朽化は進んでいないが、基礎や屋根等、

一部に課題が残る建物 

レベル２ 11～50 点 再生可能 軽微 老朽化は進んでいないが、外壁や屋根等、

一部に修理が必要な建物 

レベル３ 51～80 点 老朽 一部破損 老朽化が進み外壁や屋根等の破損が目立

つため、一部修理が必要な建物 

レベル４ 81～99 点 老朽化が進み、暴風発生時等、部材飛散の

おそれがあるため、外壁や屋根等、修理が

必要な建物 

レベル５ 100 点以上 危険 部分損壊 老朽化著しく、降雪時倒壊の可能性がある

建物 

※行政指導の対象 

レベル６ 評定外 判定外 全半壊 

(瓦礫残置) 

全半壊し瓦礫が放置されているため、暴風

発生時等、瓦礫飛散のおそれがある建物 

※評点：現地調査票の「５ 落雪による危険の程度」は含まない。 

 

■周囲への影響度について（市独自項目） 

 空家等からの落雪により予想される周囲への危険の程度を評価するもので、国土交

通省の基準をもとに積雪期の状況を考慮し、①空き家等の外壁が道路・隣地との境界

から２ｍ以内、または、②空き家等からの落雪により通行者や隣家に危険を及ぼすお

それがあるものを評価の基準とする。 

・道路等への危険 30点 

・隣家への危険  20点 

・道路等と隣家への危険 50 点 
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特定空家等認定にかかる現地調査票 

所在地（住居表示） 調査日 調査員 

 
  

 

評定区分 
評定項

目 
評定内容 点数 評点 

最高

評点 

1 

構造 

一 般 の

程度 

① 基礎 
ア 構造耐力上主要な部分である基礎が玉石であるもの 10   

45 イ 構造耐力上主要な部分である基礎がないもの 20   

②外壁   外壁の構造が粗悪なもの 25   

2 

構造の

腐朽又

は破損

の程度 

③基礎、

土台、柱

又ははり 

ア 柱が傾斜しているもの、土台又は柱が腐朽し、又は破

損しているもの等小修理を要するもの 
25   

175 

イ 基礎に不同沈下のあるもの、柱の傾斜が著しいもの、

はりが腐朽し、又は破損しているもの、土台又は柱の

数ヶ所に腐朽又は破損があるもの等大修理を要するも

の 

50   

ウ 基礎、土台、柱又ははりの腐朽又は変形が著しく崩壊

の危険のあるもの 
100   

④外壁 

ア 外壁の仕上材料の剥落、腐朽又は破損により、下地の

露出しているもの 
15   

イ 外壁の仕上げ材料の剥落、腐朽又は破損により、著し

く下地の露出しているもの又は壁対を貫通する穴を生

じているもの 

25 
 

⑤屋根 

ア 屋根ぶき材料の一部に剥落又はずれがあり、雨もりの

あるもの 
15   

イ 屋根ぶき材料に著しい剥落があるもの、軒の裏板、た

る木等が腐朽したもの又は軒のたれ下がったもの 
25   

ウ   屋根が著しく変形したもの 50   

3 

防火上

又は避

難上の

構造の

程度 

⑥外壁 
ア 延焼のおそれのある外壁があるもの 10   

30 
イ 延焼のおそれのある外壁の壁面数が３以上あるもの 20   

⑦屋根 
  

屋根が可燃性材料でふかれているもの 10   

4 
排水 

設備 
⑧雨水 

  
雨樋がないもの 10   10 

 小計  260 

5 

落雪によ

る危険の

程度 

⑨道路と

の間隔 

 道路に面する外壁と道路境界線との間隔が２m以内

で、屋根からの落雪が道路通行者に危険を及ぼすおそ

れのあるもの 

30  

50 

⑩隣家と

の間隔 

 隣家に面する外壁と当該隣家の外壁との間隔が２m以

内で、屋根からの落雪が隣家に危険を及ぼすおそれの

あるもの 

20  

合計  310 

※国土交通省基準表を一部修正加筆 

 

備考）一の評定項目につき該当評定内容が２又は３ある場合においては、当該評定項目についての評点は、該当

評定内容に応ずる各評点のうち最も高い評点とする。 

合計   点 
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■国土交通省「外観目視による住宅の不良度判定の手引き（案）」平成 23 年 12 月（抄） 
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